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問 題
集団保育場面や公園などで、友だちにおもちゃを
貸してあげたり、慰めてあげたりしている幼児の姿
を目にすると、大抵の場合、その様子を見た大人は
何らかの言葉をかけるであろう。では、幼児が向社
会的行動を行った時の大人の「言葉かけ」は、その
後の幼児の向社会的行動に何らかの影響を及ぼすの
だろうか。また、「言葉かけ」の内容により、その影
響に違いはあるのだろうか。本研究では、幼児が向
社会的行動を行った時の、大人の「言葉かけ」と幼
児の向社会的行動との関連について検討する。
向社会的行動（prosocial behavior）は様々な定義
がなされているが、本研究では、Eisenberg&Mussen
（1991）の「他人あるいは他の人々の集団を助けよ
うとしたり、こうした人々のためになることをしよ
うとする自発的な行為」という定義に基づき、向社
会的行動をその動機にかかわらず、自発的に他者を
援助したり他者のためになることをしようとする行
動全般とする。
子どもが向社会的行動を行った時の大人の言葉か
けと、子どもの後の向社会的行動との関連について
は、いくつかの研究がなされている（Grusec, Kuc-
zynski,Rushton.,&Simutis,1978;Grusec&Redler,
1980;Mills&Grusec,1989など）。そして、子ども
の内的特性に帰属する「言葉かけ」が、外的な要因
に帰属する「言葉かけ」よりも、内在化した愛他性
を促進するために効果的であることが明らかにされ
ており、自己認知に働きかけることが、子どもの後
の向社会的行動の促進にとって有効であると考えら
れる。しかし、Grusec&Redler（1980）では、幼児
では大人からの「言葉かけ」が向社会的行動に影響
を及ぼさないことが示されており、その理由として、
幼児は自己についての認知構造が発達してないため
とされている。さらに、Eisenberg（2006）も、「幼児
は、自己認知の理解が未成熟なために、後の向社会
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的行動を促進するとされている大人からの内的特性
に帰属する『言葉かけ』は、効果が無い」と述べて
いる。
しかし、近年の自己認知研究では、幼児も内的特
性に関する自己認知が可能であることが示されてい
る（橋本・松永、2006など）。また、日本においては、
大人の「言葉かけ」が幼児の向社会的行動に影響を
及ぼすことを示している研究もある。
川島（1991）は、①直接教示（寄付するようにい
う）、②モデル提示（向社会的行動をするモデルの観
察）、③直接教示とモデル提示の 3種類の学習条件下
での幼児の分与行動に対して、自己帰属群（「あなた
はかわいそうな子どもを助けるのが本当に好きにち
がいない。きっとあなたはかわいそうな子どもを助
けるのが楽しいにちがいないと思います。」）、外的帰
属群（「きっとあなたは私がそうしてほしいといった
ので、かわいそうな子どもにキャンディをやったの
でしょう。私はあなたがかわいそうな子どもにキャ
ンディをやってほしいと思っていたのです。」）、統制
群（「あなたはかわいそうな子どもを助けました。」）
を設定し、帰属教示後の分与行動を比較した。その
結果、学習形態によって多少の違いはあるが、自己
帰属群は、外的帰属群よりも分与行動が多く見られ、
向社会的特性への帰属教示が向社会的行動を促進す
ることを明らかにしている。
青木（2005）は、幼稚園の年長児と 1年生を対象
に、ほめられたと思うエピソードや、ポジティブに
受け止めた「ほめ」について調査を行い、その「言
葉かけ」を基に、後のお手伝いの作業量を検討して
いる。まず、お手伝い場面では、幼児と 1年生はお
手伝いをした時に、「すごい」、「上手」などの賞賛の
「ほめ」、「おめでとう」や「ありがとう」などの愛
情の「ほめ」、「そうそう」、「早いじゃん」などの意
見の「ほめ」、お手伝いをすることで提供されるもの
（ご飯を食べさせてもらえる）を多く報告したこと
を示している。また、年長児、及び、1年生は実験者
のお手伝いをした後に、実験者から愛情の「ほめ」
である「ありがとう」と、賞賛の「ほめ」である「上
手」、及び、うなずきの 3通りの反応のいずれかを受
けた。その結果、幼児は「上手」、1年生は「ありが
とう」という「ほめ」を受けた群が自由時間での実
験者に対するお手伝いの作業量が多いことが示され
ている。
伊藤（2006）は、向社会性の認知と遊び場面での
向社会的行動との関連を検討している。そして、向
社会性についての認知と困窮場面、及び、援助方略
との関連を検討した結果、向社会的行動を行ってい
るという自己評価が高い幼児は、低い幼児よりも友
だちの困窮場面に遭遇する回数が多いことを示して
いる。このことから、幼児の向社会性についての認
知は、遊び場面での向社会的行動と関連しているこ
とが示唆されている。
以上より、幼児においても、他者から、向社会的
行動の原因を子ども自身の人格特性といった内的に
安定した個人内要因に帰属されることにより、他者
のために行動できる存在として自己の向社会的特性
を認知するようになり、それが、その後の向社会的
行動を促進するのではないかと考えられる。しかし、
このような視点からの幼児を対象とした研究は非常
に少なく（二宮、2005）、また、日本における研究で
使用された言葉かけも、欧米の先行研究（Grusec,
Kuczynski, Rushton., & Simutis, 1978;Grusec &
Redler,1980;Mills&Grusec,1989）の「言葉かけ」
と類似させたものとなっており、実際に、日本にお
いて、日常生活の中で幼児が向社会的行動を行った
時に親や保育者が欧米の実験で使用されているよう
な「言葉かけ」を行っているのか疑問が残る。また、
日本独自の親や保育者の「言葉かけ」が存在する可
能性も考えられる。ゆえに、日本における研究にお
いて、実際に、幼児が向社会的行動を行った時に、
幼児の周囲にいる大人（親や保育者）がどのような
「言葉かけ」をしているのか調査した上で、実態に
即してその「言葉かけ」が幼児の向社会的行動に及
ぼす影響について検討していく必要があると考えら
れる。
そこで、本研究では、まず、幼児が向社会的行動
を行った時に、周囲の大人（親）が幼児に対してど
のような「言葉かけ」を行っているのかを明らかに
する。さらに、親の「言葉かけ」と幼児に対する親
の向社会的行動評定との関連について検討する。
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方 法
対象者：対象者は、公立幼稚園の年長児 63名の親で
ある。
手続き：質問紙調査
質問紙は各クラスの保育者から親に渡された。回
収率は 98％（64名中 63名）であった。
向社会的行動として、家族援助場面を 3場面、友
だち援助場面を 2場面作成した。場面を提示した後、
各場面において自分の子どもがどの程度向社会的行
動をするかを「しない」「あまりしない」「時々する」
「よくする」の 4段階で評定を求めた。また、各場
面ごとに、幼児の向社会的行動評定の後に、「お子さ
んのこのような姿を見た時に、お子さんにどのよう
に声をかけますか。」と、自由記述を求めた。提示場
面は、Table 1の通りである。
分析方法
親が捉えた幼児の向社会的行動については得点化
大人の「言葉かけ」が幼児の向社会的行動に及ぼす影響（その 1)
Table 1 向社会的行動場面
場面Ⅰ お家の方が忙しそうにしていると、何も言わな
くてもお手伝いをする。
場面Ⅱ 具合が悪くなった家族を気遣ったり、慰めたり
する。
場面Ⅲ 家族の誰かが探し物をしていると、自分から進
んで一緒に探す。
場面Ⅳ 遊びに来た友だちがおやつを落としてしまった
時、自分のおやつを分けてあげる。
場面Ⅴ 困ったり悲しそうな友だちを見ると慰める。
Table 2 親の「言葉かけ」カテゴリーの定義と具体例
カテゴリー 定義と具体例
感謝
幼児の行動に対して感謝を表す「言葉かけ」
・「ありがとう」、「○○ちゃんありがとう」など
幼児の内的特性
幼児の特性に帰属する「言葉かけ」
・「いいこね」、「優しいね」など
親の内的状態
親の内的状態についての「言葉かけ」
・「お母さん嬉しいな」、「助かったよ」など
他者の内的状態
他者の内的状態についての「言葉かけ」
・「お友だち、きっと喜んでるよ」
感謝＋幼児の内的特性
感謝の「言葉かけ」の前後に、幼児の内的特性についての「言葉かけ」が示されている場合
・「ありがとう、○○ちゃんいいこね」、「○○ちゃんは優しいね、ありがとう」など
感謝＋親の内的状態
感謝の「言葉かけ」の前後に、親の内的状態についての「言葉かけ」が示されている場合
・「ありがとう、お母さん嬉しいな」、「ありがとう、助かったよ」など
感謝＋他者の内的状態
感謝の「言葉かけ」の前後に、他者の内的状態についての「言葉かけ」が示されている場合
・「ありがとう、□□ちゃんきっと喜んでるよ」など
感謝＋幼児の内的特性＋
親の内的状態
感謝の「言葉かけ」、幼児の内的特性についての「言葉かけ」、親の内的状態についての「言
葉かけ」が含まれている「言葉かけ」
・「ありがとう、○○ちゃんは優しいね、お母さん嬉しいな」など
親の内的状態＋幼児の内
的特性
親の内的状態についての「言葉かけ」の前後に、幼児の内的特性についての「言葉かけ」が
示されている場合
・「お母さん、嬉しいな。○○ちゃんいいこだね。」
親の内的状態＋幼児の内
的特性＋他者の内的状態
親の内的状態についての「言葉かけ」、幼児の内的特性についての「言葉かけ」、他者の内的
状態についての「言葉かけ」が含まれている場合
・「お母さん嬉しいな、お友だちもきっと喜んでるよ。○○ちゃんいいこだね。」
要求
援助を要請する「言葉かけ」
・「早くしてよ」、「やって」など
要求＋感謝
援助を要請する「言葉かけ」の前後に感謝の「言葉かけ」が示される場合
・「ありがとう、じゃあこれしてもらえる？」
幼児の内的状態
幼児の内的状態についての「言葉かけ」
・「自分だってそうだったら、嬉しいもんね」など
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し、「しない」を 1点、「あまりしない」を 2点、「時々
する」を 3点、「よくする」を 4点とした。
また、自由記述の「言葉かけ」については、記入
漏れのあった 19名を除いた 44名の自由記述から帰
納的にカテゴリーを作成した。親の「言葉かけ」の
定義と具体例を Table 2に示す。なお、2人の評定者
が独立に評定したところ一致率は 94％であり、最終
的なカテゴリー分類はすべて第一著者の評定を採用
した。
前頁 Table 2の親の「言葉かけ」カテゴリーの「要
求（「やってくれるかな」など）」は、子どもの向社
会的行動に対する評定が「しない」又は「あまりし
ない」という評定の場合であり、それに対する「言
葉かけ」となってしまい、子どもの向社会的行動後
の「言葉かけ」ではないと考えられる。これは、質
問の意図が十分に伝わらなかったためと考えられ、
本カテゴリーの「要求」については、結果では言及
しないこととする。
結 果
１．親の「言葉かけ」の種類
１-１．各場面の親の「言葉かけ」
Table 2の「言葉かけ」カテゴリーの定義を基に、
場面毎に親の「言葉かけ」を分類した。結果を Table
 
3～ 7に示す。
場面Ⅰの家族援助場面（家の人が忙しい時に何も
言わなくてもお手伝いをする）では、感謝＋親の内
的状態の「言葉かけ」が 16人、要求の「言葉かけ」
が 11人、感謝の「言葉かけ」が 10人、感謝＋親の
内的状態＋幼児の内的特性についての「言葉かけ」
が 2人、感謝＋要求、感謝＋幼児の内的特性、親の
内的状態の「言葉かけ」が各 1人であった。
場面Ⅱの家族援助場面（具合が悪くなった家族を
気遣ったり、慰めたりする）では、感謝＋幼児の内
的特性の「言葉かけ」が 11人、感謝＋親の内的状態
の「言葉かけ」が 8人、幼児の内的特性の「言葉か
け」が 7人、感謝の「言葉かけ」が 5人、幼児の内
的特性＋親の内的状態の「言葉かけ」が 3人、親の
内的状態、感謝＋幼児の内的特性＋他者の内的状態、
感謝＋幼児の内的特性＋親の内的状態の「言葉かけ」
が各 1人であった。
Table 3 場面Ⅰ（忙しい家族への援助行動）の
親の「言葉かけ」
カテゴリー 人数（％）
感謝＋親の内的状態 16人（36.3）
要求 11人（25.0）
感謝 10人（22.7）
感謝＋親の内的状態＋幼児の内的特性 2人（ 4.5）
感謝＋要求 1人（ 2.2）
感謝＋幼児の内的特性 1人（ 2.2）
親の内的状態 1人（ 2.2）
その他 2人（ 4.5）
Table 4 場面Ⅱ（具合の悪い家族への慰め行動）の
親の「言葉かけ」
カテゴリー 人数（％）
感謝＋幼児の内的特性 11人（25.0）
感謝＋親の内的状態 8人（18.1）
幼児の内的特性 7人（15.9）
感謝 5人（11.4）
幼児の内的特性＋親の内的状態 3人（ 6.8）
親の内的状態 1人（ 2.3）
感謝＋幼児の内的特性＋他者の内的状態 1人（ 2.3）
感謝＋幼児の内的特性＋親の内的状態 1人（ 2.3）
その他 7人（15.9）
Table 5 場面Ⅲ（探し物をしている家族への援助
行動）の親の「言葉かけ」
カテゴリー 人数（％）
感謝 16人（36.4）
要求 7人（15.9）
感謝＋親の内的状態 5人（11.4）
幼児の内的特性 4人（ 9.0）
感謝＋幼児の内的特性 2人（ 4.5）
親の内的状態 2人（ 4.5）
その他 8人（18.1）
Table 6 場面Ⅳ（おやつを落としてしまった友達
への援助行動）の親の「言葉かけ」
カテゴリー 人数（％）
幼児の内的特性 22人（50.0）
感謝＋幼児の内的特性 6人（13.6）
要求 5人（11.4）
幼児の内的特性＋他者の内的状態 3人（ 6.8）
感謝 1人（ 2.3）
言葉かけ無し 1人（ 2.3）
その他 6人（13.6）
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場面Ⅲの家族援助場面（家族の誰かが探し物をし
ていると自分から進んで一緒に探す）については、
感謝の「言葉かけ」が 16人、要求の「言葉かけ」が
7人、感謝＋親の内的状態の「言葉かけ」が 5人、幼
児の内的特性の「言葉かけ」が 4人、感謝＋幼児の
内的特性、親の内的状態の「言葉かけ」が各 2人で
あった。
場面Ⅳの友だち援助場面（遊びに来た友だちがお
やつを落としてしまった時、自分のおやつを分けて
あげる）では、幼児の内的特性に帰属する「言葉か
け」が 22人、感謝＋幼児の特性に帰属する「言葉か
け」が 6人、要求の「言葉かけ」が 5人、幼児の内
的特性＋他者の内的状態の「言葉かけ」が 3人、感
謝の「言葉かけ」、「言葉かけ」無しが各 1人であっ
た。
場面Ⅴの友だち援助場面（困ったり悲しそうな友
だちを見ると慰める）では幼児の内的特性に帰属す
る「言葉かけ」が 13人、他者の内的状態の「言葉か
け」、要求の「言葉かけ」が各 6人、「言葉かけ」無
しが 5人、幼児の内的状態の「言葉かけ」が 4人、
幼児の内的特性＋他者の内的状態の「言葉かけ」が
3人、感謝＋他者の内的状態の「言葉かけ」が 1人で
あった。
１-２．親の「言葉かけ」の場面間の比較
親の「言葉かけ」に含まれる内容として、先行研
究で使用されている①幼児の内的特性に帰属する
「言葉かけ」（例：「いいこだね」「やさしいね」）と、
親からの回答で多かった②感謝の「言葉かけ」（例：
「ありがとう」）、及び、③親の内的状態の「言葉か
け」（例：「お母さんうれしいな」）の 3つのカテゴ
リーについて、場面間の比較を行った。この 3つの
カテゴリーそれぞれの「言葉かけ」の分析対象者の
親（44名）全体に対する比率を場面ごとに算出した
結果を Table8に示す。尚、自由記述において 1場面
に 2つ以上のカテゴリーの「言葉かけ」が含まれて
いた場合は、それぞれのカテゴリーに 1回のみカウ
ントを行った。
その結果、幼児への「言葉かけ」は、場面Ⅰ～Ⅲ
の家族援助場面では感謝の「言葉かけ」が最も多く、
場面Ⅳ、及び、Ⅴの友だち援助場面では、幼児の内
的特性に帰属する「言葉かけ」が多い結果となった。
２．親の評定と「言葉かけ」との関連
以下では、記入漏れのあった 19名を除いた 44名
を対象に、場面ごとに、①幼児の内的特性に帰属す
る「言葉かけ」、②感謝の「言葉かけ」、③内的状態
の「言葉かけ」それぞれの有無によって親による幼
児の向社会的行動評定値に差があるか検討する。
2-1．幼児の内的特性に帰属する「言葉かけ」の有
無による評定値の差
幼児の内的特性についての言及の有無で 2群に分
け、向社会的行動評定の平均値に群間差があるか否
かをみるために t検定を行った（Table 9）。その結
果、場面Ⅰにおいて有意であった（t＝2.09、df＝42、
p＜.05）。家族援助場面Ⅰでは、幼児の内的特性につ
いての言及する群の方が、幼児の向社会的行動評定
が高い。
2-2．感謝の「言葉かけ」の有無による評定値の差
感謝についての「言葉かけ」の有無で 2群に分け、
向社会的行動評定の平均値に群間差があるか否かを
Table 7 場面Ⅴ（困ったり悲しそうな友だちへの
慰め行動）の親の「言葉かけ」
カテゴリー 人数（％）
幼児の内的特性 13人（29.5）
他者の内的状態 6人（13.6）
要求 6人（13.6）
?言葉かけ」無し 5人（11.4）
幼児の内的状態 4人（ 9.0）
幼児の内的特性＋他者の内的状態 3人（ 6.8）
感謝＋他者の内的状態 1人（ 2.3）
その他 6人（13.6）
Table 8 場面ごとの「言葉かけ」の出現率
幼児の内的特性 感謝 親の内的状態
場面Ⅰ 6.8％ 68.1％ 43.2％
場面Ⅱ 52.3％ 59.0％ 29.5％
場面Ⅲ 13.6％ 52.3％ 15.9％
場面Ⅳ 70.5％ 18.1％ 0.0％
場面Ⅴ 36.4％ 2.3％ 0.0％
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みるために t検定を行った（Table 10）。その結果、
場面Ⅰ及び場面Ⅲにおいて有意であった（場面Ⅰ；
t＝4.29、df＝42、p＜.01、場面Ⅲ；t＝2.51、df＝42、
p＜.05）。家族援助場面Ⅰ、及び、家族援助場面Ⅲで
は、感謝について言及する群の方が、幼児の向社会
的行動評定の平均得点が高い。
2-3．内的状態の「言葉かけ」の有無による評定値
の差
親の内的状態についての「言葉かけ」の有無で 2群
Table 9 幼児の内的特性言及の有無別による向社会的行動評定得点
言葉かけの有無 N 平均値 標準偏差 t値
あり 3  3.67  0.58  2.09?場面Ⅰ
なし 41  2.76  0.73
あり 23  3.61  0.66  0.45場面Ⅱ
なし 21  3.52  0.60
あり 6  3.50  0.55  1.26場面Ⅲ
なし 38  3.05  0.84
あり 31  3.13  0.72  1.62場面Ⅳ
なし 13  2.62  1.04
あり 16  2.88  0.50  1.85場面Ⅴ
なし 28  3.21  0.63
?p＜.05
 
Table 10 感謝の言及の有無別による向社会的行動評定得点
言葉かけの有無 N 平均値 標準偏差 t値
あり 30  3.10  0.54  4.29??場面Ⅰ
なし 14  2.21  0.80
あり 26  3.69  0.47  1.48場面?
なし 18  3.39  0.78
あり 23  3.39  0.72  2.51?場面?
なし 21  2.81  0.81
あり 7  3.00  0.81  0.08場面?
なし 37  2.97  0.87
あり 1  2.00 . 1.88場面?
なし 43  3.12  0.58
?p＜.05、??p＜.01
 
Table 11 親の内的状態の言及の有無別による向社会的行動評定得点
言葉かけの有無 N 平均値 標準偏差 t値
あり 19  3.16  0.60  2.90??場面Ⅰ
なし 25  2.56  0.77
あり 13  3.62  0.50  0.32場面?
なし 31  3.55  0.68
あり 7  3.43  0.54  1.12場面?
なし 37  3.05  0.85
あり 0 ・ ・ ・場面?
なし 44  2.99  0.85 ・
あり 0 ・ ・ ・場面?
なし 44  3.09  0.60 ・
??p＜.01
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に分け、向社会的行動評定の平均値に群間差がある
か否かを見るために t検定を行った（Table 11）。そ
の結果、場面Ⅰにおいて有意であった（t＝2.90、df＝
41、p＜.01）。家族援助場面Ⅰでは、内的状態の「言
葉かけ」について言及した群の方が、幼児の向社会
的行動評定の平均得点が高い。
考 察
初めに、子どもの向社会的行動に対する親の「言
葉かけ」の内容について検討する。
親による自由記述の「言葉かけ」から、幼児が忙
しい家族の手伝いをした時は、親は幼児に対して感
謝の「言葉かけ」を最も多くし、次いで、親自身の
内的状態の「言葉かけ」をすることが多かった。そ
して、幼児が家族に対して慰め行動をした時は、感
謝の「言葉かけ」を行う親が 6割で、次いで、幼児
の内的特性に帰属する「言葉かけ」をする親が約 5割
で多かった。また、探し物をしている家族への援助
行動を幼児が行った時には、約半数の親が感謝の「言
葉かけ」を行うことが示された。一方で、幼児が友
だちに対して援助行動を行った時には、約 7割の親
が幼児の内的特性に帰属する「言葉かけ」を行うこ
とが示された。また、友だちへの慰め行動を行った
時にも、幼児の内的特性への言及が最も多いことが
示された。これらの結果から、幼児が親自身に対し
て向社会的行動を行う時に親は「ありがとう」など
の感謝の「言葉かけ」を多く行い、幼児が友だちに
対して向社会的行動を行う時に「やさしいね」など
の幼児の内的特性に帰属する「言葉かけ」を多く行
うと考えられる。しかし、場面Ⅳのように、友だち
への向社会的行動に対しても感謝の「言葉かけ」が
用いられており、感謝の「言葉かけ」に関しては、
向社会的行動を受けた本人だけでなく、第三者的立
場でありながら代弁者として大人が子どもに用いる
可能性が示唆される。これらより、欧米の研究では
用いられていないが、日本おいては、「ありがとう」
といった感謝の「言葉かけ」が、子どもの向社会的
行動後の「言葉かけ」として多く用いられ、この感
謝の「言葉かけ」の効果も検討する必要があると考
えられる。
また、家族援助場面でも「言葉かけ」のカテゴリー
比率は場面により異なり、場面ⅠやⅢのように具体
的に行動として表れる向社会的行動に対してより
も、場面Ⅱのように慰めるといった心的状態への気
遣いに対して子どもの内的特性への言及が多かっ
た。それに対して、友だちに対しては、場面Ⅴのよ
うに慰める行動ではなく、場面Ⅳのように具体的な
援助行動を示した場合に子どもの内的特性への言葉
かけが 7割と非常に多く見られており、状況によっ
て親の「言葉かけ」も異なり、それ故、大人の「言
葉かけ」の効果に関しても状況によって異なるので
はないかと考えられる。
また、幼児が向社会的行動を行った時の親による
自由記述では、1種類の短く簡潔な「言葉かけ」より
も 2種類以上のカテゴリーからなる「言葉かけ」が
多かった。日常生活の中で、幼児が向社会的行動を
行った時に、親は一度の「言葉かけ」で 2種類以上
の「言葉かけ」を使用することが多いと考えられる。
回答形式が質問紙調査における自由記述であったた
め、親の理想とする「言葉かけ」が反映されていた
可能性も考えられるが、大人の言葉かけの効果を見
る際には、この点に関しても考慮する必要があろう。
さらに、内的特性に帰属する「言葉かけ」では、「い
いこだね」、「優しいね」などのように 1つのカテゴ
リーの「言葉かけ」においても様々な表現の回答が
あり、内的特性に関する言及においても、どのよう
な内的特性の表現が効果的なのかを検討する必要性
も示唆される。
さらに、先行研究（Grusec&Redler、1980；Mills
&Grusec、1989；川島、1991）で使用されていた外
的要因に帰属する「言葉かけ」の記述はみられなかっ
た。つまり、日本においては、日常生活場面で幼児
が向社会的行動を行った時に、親は外的要因に帰属
する「言葉かけ」をほとんど行っていないと考えら
れる。
次に、親による幼児の向社会的行動評定と「言葉
かけ」との関連を検討する。
先行研究において効果が見られていた子どもの内
的特性への帰属の言及については、家の人が忙しそ
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うにしている時のお手伝い場面においてのみ、「やさ
しいね」などの内的特性への「言葉かけ」を行う親
の方が、そうでない親よりも、自分の子どもに対す
る向社会的行動評定が高いことが示された。しかし、
この場面では、子どもの内的特性に言及した親は 3
名のみであり、本結果は確かなものとは言い難く、
今後のさらなる検討が必要である。
感謝の「言葉かけ」においては、家の人が忙しそ
うにしている時のお手伝い場面と探し物をしている
家族へのお手伝い場面において、このような言葉か
けをする親の子どもへの向社会的行動評定が高いこ
とが示された。さらに、親自身の内的状態の言葉か
け（「うれしいわ」など）については、子どもの内的
特性への言及と同様に、家の人が忙しそうにしてい
る時のお手伝い場面においてのみ、このような言及
を行う親の方が、そうでない親よりも、自分の子ども
に対する向社会的行動評定が高いことが示された。
以上のように、場面により異なるが、親自身が援
助される対象となった時に、感謝の「言葉かけ」や
親自身の内的状態の「言葉かけ」をする親は、子へ
の向社会的行動評定が高いことが示され、親が普段
使用している「言葉かけ」と親による子への向社会
性の認知には関連があるのではないかと考えられ
る。そして、このことは、大人の「言葉かけ」と実
際の子どもの向社会的行動との関連性を示唆するも
のとも考えられる。
本研究では、日本において実際に幼児が向社会的
行動を行った際に、大人（親）がどのような「言葉
かけ」を行っているのかを明らかにすることを第一
の目的とした。そして、日本においては、欧米の先
行研究では検討されていない感謝の「言葉かけ」が
多く用いられ、一方、欧米の先行研究で使用されて
いる外的帰属に関する「言葉かけ」は用いられてい
ない可能性が示唆された。また、場面により、「言葉
かけ」の内容や表現も異なり、言葉かけの効果を検
討していく際には、これらの点も考慮する必要性が
示唆された。また、本研究では、親の評定による子
どもの向社会性との関連をみたが、場面により大人
の言葉かけの効果が異なる可能性が示唆された。こ
の点も、今後、大人の言葉かけの効果を検討する際
に、考慮する必要があろう。
さらに、幼児の向社会的行動は、集団保育場面で
多く見られる可能性があり、今後、保育者の「言葉
かけ」や子ども自身がおとなの「言葉かけ」をどの
ように認知しているのかといったことを明らかにし
ながら、幼児が向社会的行動を行った時の大人の「言
葉かけ」の、その後の幼児の向社会的行動に及ぼす
影響について検討していくことが必要であろう。
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